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“China” Become China and How Did “Japan” 























2 1998年 9月に UC Santa-Barbaraで行われたその会議の
論文集は， このワークショップを挾んで出版された
（Joshua Fogel ed., The Role of Japan in Liang 
Qichao’s Introduction of Modern Western Civilization 
to China, Berkeley, 2004）。
3 Joshua Fogel ed., The Teleology of the Modern 









































































































































































































































・「第 3回 TOKYO漢籍 SEMINAR」を来年 3月10
日（土）10：30～16：00に開催する予定である。今
回のテーマは「陽關以西―漢籍資料から見た西方
社会」（コーディネーター：高田時雄教授）であ
る。なお，会場は一昨年に実施した学術総合セン
ター 2階中会議場になったので，お間違えのない
ようにしていただきたい。演題と講師は以下の通
りである。
　　「大唐西域記の成立」
　　　 高田時雄（京都大学人文科学研究所教授）
　　「唐蕃會盟碑への道」
　　　 岩尾一史（日本学術振興会特別研究員）
　　「漢籍資料から見た唐代アフガニスタン」
　　　 稲葉　穣（京都大学人文科学研究所助教授）
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